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申
告
期
間
延
長
に
と
も
な
い
、
組
合
の
確
定
申
告
相
談
会
も
延
長
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
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組合では申告期間中マスクを無償配布し装着にご協力

いただきました。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
っ
て
、

経
済
危
機
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
仕
事
、

生
活
へ
の
影
響
も
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

組
合
で
は
今
後
関
係
団
体
と
共
闘
し
て
、
政
府
に

消
費
税
の
５
％
減
税
や
助
成
金
支
給
な
ど
緊
急
対
策

を
求
め
る
取
り
組
み
を
強
め
ま
す
。

国
税
庁
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、

申
告
・
納
付
期
限
を
左
の
表

の
と
お
り
延
長
し
ま
し
た
。

従来 延長後

所得税 ３月16日(月) 4月16日(木)

消費税 3月31日(火) 4月16日(日)

【申告期限・納付期限】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
は
、
幅
広
い

業
種
に
拡
大
し
て
い
ま

す
。

組
合
員
の
関
係
す

る
建
設
、
運
輸
業
界
で

も
、
設
備
投
資
の
中
止
、

物
流
の
停
滞
な
ど
、
深

刻
な
状
況
が
進
ん
で
い

ま
す
。

政
府
は
個
人
事
業
主

も
対
象
と
し
た
緊
急
融

資
等
、
ま
っ
た
く
不
十

分
で
す
が
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。

組
合
で
は
組
合
員
か

ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
相
談
に
取
り
組
み
ま
す
。

当
面
、

組
合
員
が
関
係

す
る
政
府
の
対
策
を
紹
介

し
ま
す
。

【
個
人
事
業
主
向
け
】

◎
小
学
校
等
の
臨
時
休

業
等
に
伴
う
保
護
者
の

休
暇
取
得
支
援

・
助
成
率

日
額
４
１
０
０

・
問
い
合
わ
せ
先

学
校
等
休
業
助
成
金
・

支
援
金
受
付
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
２
０-

６
０-

３

９
９
９

◎
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
踏

ま
え
た
生
活
福
祉
資
金

貸
付
制
度
に
お
け
る
緊

急
小
口
資
金
等
の
特
例

貸
付(

休
業
で
資
金
が

必
要
な
方)

・
貸
付
上
限
２
０
万
円

・
各
社
会
福
祉
協
議
会

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
特
別
貸
付

・
対
象

中
小
企
業

・
助
成
限
度

６
千
万
。

・
要
件

最
近
１
カ
月
の

売
上
げ
が
前
年
同
期
比

等
で
５
％
以
上
減
少

・
返
済

据
置
５
年
、

運

転
資
金
１
５
年
償
還

・
日
本
政
策
金
融
公
庫
各

支
店

政
府
が
個
人
事
業

主
・
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
と
の
取
引
に
関

す
る
配
慮
を
要
請

収
入
の
減
少
が
生
活
基

盤
の
悪
化
に
直
結
し
や
す

い
個
人
事
業
主
・
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
に
対
す
る
影
響
を

最
小
限
と
す
る
た
め
、
経

済
産
業
大
臣
、
厚
生
労
働

大
臣
、
公
正
取
引
委
員
会

委
員
長
連
名
で
業
界
団
体

に
要
請
し
ま
し
た
。

【
要
請
内
容
】

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
や

需
要
減
少
等
を
理
由
に
、

個
人
事
業
主
・
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
と
十
分
に
協
議
し
た

う
え
で
、

関
係
法
の
趣
旨

を
踏
ま
え
た
適
正
な
対
応

を
行
う
こ
と
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
影
響
を

受
け
た
個
人
事
業
主
・
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
が
事
業
活
動

を
維
持
し
又
は
再
開
さ
せ

る
場
合
は
で
き
る
限
り
従

来
の
取
引
関
係
を
継
続
し
、

あ
る
い
は
優
先
的
に
発
注

を
行
う
こ
と
。

4100円が万全の対応か！

ダ
ン
プ
業
界
の
高
齢
化

が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
佐
野

陸
運
局
の
調
査
に
よ
る
と
、

１
９
９
６
年
に
約
５
３
０

０
台
だ
っ
た
マ
ル
販
ダ
ン

プ
が
２
０
１
２
年
に
半
分
、

近
年
は
３
分
の
１
に
減
少

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま

た
、
４
０
歳
以
下
の
運
転

手
は
１
０
％
以
下
と
危
機

的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
年
に
入
り

組
合
員
の
紹
介
等
に
よ
り
、

新
加
入
者
を
１
８
人
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す

【振替納税】申告期間の延長にともない、口座からの振替日は、所得税は5月15日(金)、消費税は5月19日(火)になります。



意
見
の
聴
取
と
は
、
道

路
交
通
法
第
１
０
４
条
に

よ
り
、
運
転
免
許
の
停
止

９
０
日
以
上
又
は
免
許
の

取
消
処
分
に
該
当
す
る
場

合
に
、
意
見
を
述
べ
、
か

つ
有
利
な
証
拠
を
提
出
す

る
機
会
を
与
え
、
処
分
が

公
正
適
切
に
行
わ
れ
る
こ

と
を
保
障
す
る
た
め
の
制

度
で
す
。

栃
木
ダ
ン
プ
支
部
で
は

１
９
８
０
年
代
か
ら
１
６

０
回
以
上
組
合
員
の
意
見

の
聴
取
に
補
佐
人
と
し
て

同
席
し
、
処
分
の
軽
減
、

短
縮
を
実
現
し
て
き
ま
し

た
。組

合
員
宇
賀
神
良
一
さ

ん
は
去
年
１
０
月
、
栃
木

市
内
を
ダ
ン
プ
で
走
行
中
、

左
車
線
を
走
っ
て
い
た
乗

用
車
が
突
然
右
折
し
て
衝

突
、
相
手
が
負
傷
し
人
身

事
故
に
な
り
９
０
日
の
行

政
処
分
対
象
に
な
り
ま
し

た
。組

合
で
は
今
年
３
月
、

鹿
沼
市
に
あ
る
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

意
見
の
聴
取
に
補
佐
人
と

し
て
出
席
、
事
故
は
避
け

ら
れ
る
状
況
で
は
な
く
、

９
０
日
も
の
免
許
停
止
は

不
当
で
あ
る
こ
と
を
訴
え

ま
し
た
。

意
見
の
聴
取
の
主
宰
者

に
は
、
処
分
の
軽
減
や
猶

予
に
つ
い
て
、
一
定
の
権

限
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

処
分
に
は
事
故
の
原
因

と
な
っ
た
違
反
に
対
す
る

「基
礎
点
数
」
が
加
算
さ

れ
て
い
ま
す
。
通
常

「安

全
運
転
義
務
違
反
」
等
２

点
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
と

こ
ろ
が
今
回
の
事
故
で
は

過
積
載
が
基
礎
点
数
と
し

て
加
算
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

事
故
と
過
積
載
と
の
因

果
関
係
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
仮
に
空
車
で
あ
っ
て

も
制
動
距
離
以
内
で
事
故

は
発
生
し
て
い
る
か
ら
で

す
。
と
こ
ろ
が
今
回
警
察

は
処
分
を
強
行
し
ま
し
た
。

職
業
運
転
手
に
と
っ
て

運
転
免
許
に
対
す
る
行
政

処
分
は
、
憲
法
で
保
障
さ

れ
た

「生
存
権
」
に
直
結

す
る
極
め
て
重
大
な
問
題

で
す
。

意
見
の
聴
取
を
民
主
的

な
制
度
に
す
る
た
め
に
は
、

声
を
上
げ
続
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

交
通
事
故
の
被
害
者
に

対
す
る
保
険
会
社
の
休
業

(

休
車)

補
償
を
巡
る
ト
ラ

ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

組
合
員
川
井
清
さ
ん
は

一
昨
年
被
害
事
故
に
あ
い
、

治
療
の
た
め
休
業
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

休
業
補
償
に
つ
い
て
相

談
を
受
け
た
組
合
で
は
、

事
故
に
遭
う
前
の
収
入
実

績
に
基
づ
き
請
求
書
を
作

成
し
保
険
会
社
に
請
求
し

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
保
険
会
社

(

Ｍ
社)

は
契
約
す
る
弁
護

士
に
交
渉
を
一
任
、
弁
護

士
は
資
料
不
足
を
理
由
に

不
当
に
低
い
金
額
を
提
示

し
て
き
ま
し
た
。

近
年
こ
の
パ
タ
ー
ン
が

増
え
て
い
ま
す
。

背
景
に
は
、
保
険
会
社

の
弁
護
士
費
用
特
約
の
普

及
と
、
国
の
司
法
制
度
改

革
に
よ
る
弁
護
士
の
増
加

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

被
害
者
の
請
求
を
低
く

抑
え
る
弁
護
士
が
保
険
会

社
か
ら
評
価
さ
れ
る
、
そ

ん
な
関
係
を
疑
い
た
く
な

る
状
況
で
す
。

川
井
さ
ん
の
ケ
ー
ス
は

裁
判
に
な
り
、
裁
判
所
の

和
解
案
で
解
決
し
ま
し
た
。

保
険
会
社
の
弁
護
士
が
提

示
し
て
き
た
賠
償
額
の
４

倍
以
上
で
す
。

川
井
さ
ん
は
被
害
者
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

裁
判
の
た
め
長
期
間
補
償

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

困
窮
を
極
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
や
り
方
が

横
行
す
れ
ば
、
保
険
会
社

や
弁
護
士
に
対
す
る
社
会

的
な
信
頼
は
な
く
な
る
で

し
ょ
う
。

昭
和
４
０
年
代
の
高
度

成
長
期
、
ダ
ン
プ
は

「国

策
」
と
し
て
個
人
事
業
主

化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
長
時
間
労
働
、
過
積
載

運
行
な
ど
、
様
々
な
問
題

が
長
年
に
わ
た
り
続
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
い
ま
、

安
倍
政

権
は
財
界
・
大
企
業
の
要

求
に
応
じ

「
多
様
で
柔
軟

な
働
き
方
」

と
し
て
個
人

事
業
主
・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

の
拡
大
を
推
進
し
て
い
ま

す
。い

ま
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
の
改
定
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
な
か
で

も
６
５
歳
以
上
の
労
働
者

の
業
務
委
託
化
、
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
化
が
制
度
化
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
は
、
契

約
上
極
め
て
不
利
、
不
安

定
な
立
場
で
働
き
ま
す
。

労
働
時
間
の
規
制
も
最
低

賃
金
の
保
障
も
労
災
保
険

も
あ
り
ま
せ
ん
。

近
年
増
え
て
い
る
の
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

て
単
発
・
短
期
の
仕
事
を

受
注
す
る
働
き
方
で
す
。

都
市
部
で
増
え
て
い
る

自
転
車
に
よ
る
出
前
代
行

の

「
ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
」

な
ど
が
典
型
で
す
。

ダ
ン
プ
持
ち
な
ら
ぬ
、

自
転
車
持
ち
労
働
者
で
す
。

ダ
ン
プ
と
違
う
の
は
、

専
業
で
は
生
活
が
成
り
立

た
な
い
た
め
、
副
業
で
働

く
人
が
多
い
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
働
き
方
を

望
む
人
も
い
ま
す
。
し
か

し
社
会
全
体
に
広
が
れ
ば
、

正
規
で
働
き
た
く
て
も
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
働
く

し
か
収
入
を
得
ら
れ
な
い

人
が
増
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
た
ち
の

声
を
業
界
や
政
府
に
反
映

さ
せ
る
受
け
皿
と
し
て
、

建
交
労
の
よ
う
な
個
人
加

盟
労
組
の
役
割
が
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
始
め
る
軽
貨

物
個
人
事
業
主
の
組
織
化

は
、
そ
の
よ
う
な
立
場
か

ら
取
り
組
み
ま
す
。

２０２０年３月２５日 Ｎｏ２２０

都市部を中心に増えている出前代行「ウーバーイーツ」

運転免許センター３階にある意見の聴取会場

つい立の向こうが聴取室。「公開」が原則。

「じ
つ
は
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
や
り

ま
し
た
」

ダ
ン
プ
支
部
副
委
員
長
の
石
川

秋
義
さ
ん
は
昭
和
３
９
年
東
京
五

輪
当
時
１
８
歳
。
駅
伝
な
ど
に
出

場
す
る
中
距
離
ラ
ン
ナ
ー
で
し
た
。

「当
時
は
市
町
村
か
ら
数
名
選
ば

れ
た
と
思
い
ま
す
。
走
っ
た
区
間

は
小
山
市
内
の
旧
５
０
号
線
。

『
副
走
』
と
い
っ
て
メ
イ
ン
の
聖

火
ラ
ン
ナ
ー
の
後
方
を
予
備
の
聖

火
を
持
っ
て
走
る
役
で
す
」

「
『
副
走
』
が
２
名
、
そ
の
後
ろ

に
日
の
丸
や
五
輪
旗
を
も
っ
て
走

る

『伴
走
者
』
が
２
０
名
程
度
い

ま
し
た
」
。

「走
る
前
に
県
庁
で
記
念
式
が
行

わ
れ
て
記
念
品(

バ
ッ
ジ
等)

と
こ

の
日
の
丸
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ
、

パ
ン
ツ
と
か
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

処
分
し
た
と
思
っ
て
た
け
ど
、
か

あ
ち
ゃ
ん
が
捨
て
ず
に
と
っ
て
ま

し
た
」
。

貴重品！当時のユニフォーム


